
存
在
の
上
昇

　
　
　
　
　
　
　
　
『
法
華
験
記
』

に
み
る
法
華
経
力
の
一
断
面

間

宮

啓

壬

一
、

問
題
の
所
在

　
1
九
七
o
年
代
以
前
、
歴
史
学
・
思
想
史
学
の
立
場
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
「
持

経
者
」
研
究
が
盛
ん
に
な
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
代
表
的
な
業
績
を
、

管
見
の
限
り
で
は
あ
る
が
、
挙
げ
て
お
こ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
へ

①
家
永
三
郎
「
日
蓮
の
宗
教
の
成
立
に
関
す
る
思
想
史
的
考
察
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
ッ
こ

②
川
添
昭
二
「
法
華
験
記
と
そ
の
周
辺
ー
持
経
者
か
ら
日
蓮
へ
ー
」

③
佐
々
木
孝
正
「
本
朝
法
華
験
記
に
あ
ら
わ
れ
た
持
経
者
に
つ
い
て
」

④
鈴
木
治
美
「
『
大
日
本
国
法
華
経
験
記
』
に
お
け
る
持
経
者
像
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
コ
ペ

⑤
高
木
　
曲
豆
「
持
経
者
の
宗
教
活
動
」

　

F持
経
者
」
と
日
蓮
と
の
歴
史
的
・
思
想
史
的
つ
な
が
り
を
は
じ
め
て
指
摘

し
た
の
は
、
橋
川
正
氏
の
論
考
「
平
安
時
代
に
於
け
る
法
華
信
仰
と
弥
陀
信
仰
ー

存
在
の
上
昇
（
間
宮
）

特
に

法

華
験
記
と
往
生
伝
の
研
究
を
中
心
と
し
て
－
　
j
で
あ
る
が
、
上
に
挙

げ
た
諸
論
考
の
う
ち
、
〔
U
と
②
は
、
橋
川
氏
の
か
か
る
指
摘
を
念
頭
に
お
い
て

執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
③
と
ぼ
ほ
法
華
信
仰
の
担
い
手
で
あ
る

［
持
経
者
」
そ
の
も
の
を
取
り
扱
っ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
⑤
は
、
日
蓮
と
の

関
連
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
も
、
「
持
経
者
」
の
歴
史
的
実
像
を
豊
富
な
資
料

に

よ
っ
て
描
き
出
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

同
じ
く
F
持
経
者
」
を
取
り
上
げ
な
が
ら
も
、
①
～
⑤
の
視
座
は
こ
の
よ
う

に

必
ず

し
も
一
様
で
は
な
い
。
た
だ
、
「
持
経
者
」
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
際
の

素
材
と
い
う
点
か
ら
み
れ
ば
、
こ
れ
ら
諸
論
考
に
は
明
確
な
共
通
項
が
み
ら
れ

る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
ー
橋
川
氏
の
論
考
も
含
め
て
　
、
平
安
中

期
の
長
久
年
間
二
〇
四
o
－
1
o
四
四
）
、
天
台
僧
・
鎮
源
に
よ
っ
て
撰
せ

ら
れ
た
『
法
華
験
記
』
（
『
本
朝
法
華
験
記
』
、
『
大
日
本
国
法
華
経
験
記
」
と
も
）

を
、
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
材
料
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
③

と
④
は
、
そ
の
論
題
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
分
析
の
主
対
象
を
『
法
華
験

記
』
に
絞
っ
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
橋
川
氏
の
論
考
お
よ
び
②
②
⑤
は
、

五
九
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『
法
華
験
記
」
以
外
に
も
幅
広
く
材
料
を
集
め
て
は
い
る
が
、
『
法
華
験
記
」
が

素
材
と
し
て
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
て
い
る
と
い
う
点
で
変
わ
り
は
な
い
。

　

こ
う
し
て
進
め
ら
れ
て
き
た
「
持
経
者
」
研
究
で
は
あ
っ
た
が
、
菊
地
大
樹

氏

も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
一
九
七
〇
年
代
の
い
わ
ゆ
る
「
．
顕
密
体
制
論
」
の

　
　
　
　
　
ド
　

登

場
に

よ
り
、
研
究
の
主
流
が
顕
密
仏
教
や
寺
院
制
度
史
な
ど
に
移
行
す
る

に

伴
っ
て
、
研
究
者
の
関
心
の
中
心
か
ら
外
れ
が
ち
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
は
、

や

は
り
否
め
な
い
。
か
か
る
研
究
状
況
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
か
え
っ
て
意
識
的
に

F持
経
者
」
研
究
を
継
続
し
て
き
た
菊
地
氏
は
、
そ
の
論
考
「
持
経
者
の
原
形

と
そ
の
中
世
的
展
開
」
に
お
い
て
、
あ
え
て
「
法
華
験
記
』
を
考
察
の
主
対

象
か
ら
外
し
て
い
る
。
「
持
経
者
」
に
つ
い
て
は
、
研
究
者
の
関
心
が
高
い
か

否
か
に

関
わ
ら
ず
、
ま
だ
ま
だ
論
ず
べ
き
事
柄
は
多
い
が
、
「
持
経
者
」
研
究

の

素
材
と
い
う
点
か
ら
み
れ
ば
、
『
法
華
験
記
」
は
既
に
繰
り
返
し
取
り
上
げ

ら
れ
て
き
た
、
と
の
判
断
か
ら
で
あ
る
。
研
究
史
的
に
み
れ
は
、
相
応
の
根

拠
が

あ
る
判
断
で
あ
る
と
い
え
よ
う
，

　

さ
て
、
菊
地
氏
に
よ
る
こ
う
し
た
判
断
に
一
定
の
評
価
を
与
え
る
以
上
、
主

た

る
素
材
と
し
て
『
法
華
験
記
」
を
取
り
ヒ
げ
る
本
稿
の
関
心
対
象
に
、
「
持

経
者
」
が
置
か
れ
る
こ
と
は
な
い
．
．
本
稿
の
場
合
、
関
心
の
対
象
は
「
持
経
者
」

そ

の

も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
F
持
経
者
」
ら
が
担
う
も
の
、
つ
ま
り

『
法
華
経
」
の
側
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
『
法
華
経
』
を
信
じ
担
う
者
に
と
っ
て
、

『
法

華
経
』
と
い
う
経
典
は
い
か
な
る
も
の
と
し
て
意
味
づ
け
ら
れ
た
の
か
、

と
い
う
問
題
関
心
で
あ
る
。
こ
う
し
た
関
心
の
も
と
、
『
法
華
験
記
』
を
素
材

六
こ

と
し
て
取
り
扱
っ
た
先
行
研
究
は
、
意
外
に
も
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
が
、

そ
ん
な
中
で
、
宗
教
学
者
の
華
園
聰
麿
氏
に
よ
る
「
鎮
源
撰
述
『
本
朝
法
華
験

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
け
　

記
』
に
お
け
る
法
華
信
仰
の
諸
相
」
は
注
目
に
値
す
る
、
こ
の
論
考
に
お
い

て
、
華
園
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

鎮
源
が
法
華
経
の
霊
験
を
述
べ
る
に
際
し
て
、
r
（
法
華
）
経
の
力
」
「
妙

法
の
（
威
）
力
」
　
［
t
s
神
」
　
F
1
乗
力
」
と
い
っ
た
表
現
を
用
い
て
い
る
こ

と
は
既
に
指
摘
し
て
お
い
た
が
、
こ
れ
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
信
仰
の
そ

の

当
処
に
お
け
る
法
華
経
の
現
れ
方
も
し
く
は
人
間
に
対
す
る
関
わ
り
方

の

表
現
で
あ
る
．
．
鎮
源
に
と
っ
て
、
法
華
経
は
何
よ
り
も
一
力
あ
る
も
の
」

で

あ
っ
た
。
従
っ
て
、
「
読
請
」
は
、
他
の
行
業
［
目
「
受
持
‘
＝
聴
聞
」

「
書

写
ご
と
同
様
に
、
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
の
法
華
経
が
現
れ
且
つ

働

く
形
式
を
意
味
し
て
い
る
、

　
華
園
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
て
現
れ
働
く
『
法
華
経
』
の
力
こ
そ
、
登
場
人

物
も
信
仰
の
動
機
も
多
種
多
様
で
多
元
的
で
あ
る
『
法
華
験
記
」
の
内
容
に
統

一
性
・
普
遍
性
を
与
え
る
も
の
な
の
で
あ
る
、

　

そ
れ
で
は
、
か
か
る
『
法
華
経
』
の
力
、
い
わ
ゆ
る
「
法
華
経
力
」
と
は
、

果
た
し
て
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
い
か
な
る
仕
方
で
、

い

か

な
る
も
の
と
し
て
発
現
し
、
い
か
な
る
影
響
を
も
た
ら
す
も
の
、
と
み
な

さ
れ
て
い
る
の
か
。
も
と
よ
り
、
こ
れ
自
体
、
大
き
な
問
題
で
あ
り
、
こ
の
小



論
で
取

り
扱
い
得
る
範
囲
を
は
る
か
に
超
え
出
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本

稿
で

は
、
生
を
ま
た
い
で
存
在
の
あ
り
方
を
決
定
づ
け
、
六
道
・
十
界
的
秩
序

に

お
け
る
存
在
の
上
昇
を
も
た
ら
す
［
法
華
経
力
」
を
、
『
法
華
験
記
」
を
素

材
に
描
き
出
し
て
み
た
い
と
思
写
右
の
大
き
な
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
く

た
め
の
一
里
塚
と
し
て
お
読
み
い
た
だ
け
れ
は
、
幸
い
で
あ
る
。

二
、
「
宿
世
開
示
潭
」

　
周
知
の
よ
う
に
、
『
法
華
験
記
』
は
、
全
体
で
一
二
八
話
（
目
録
上
は
一
二

九

話
。
第
八
四
話
「
丹
後
国
の
某
甲
」
の
み
本
文
を
欠
く
）
を
収
録
し
て
い
る

が
、
そ
の
中
に
は
、
「
宿
世
開
示
潭
」
と
い
う
言
い
方
で
一
括
で
き
る
話
が
、

左
に

示
す
如
く
、
　
一
四
話
収
め
ら
れ
て
い
る
。

第
二
四
「
頼
真
法
師
」
・
第
二
五
「
叡
山
西
塔
の
春
命
」
・
第
二
六
「
黒
色

の

沙
門
安
勝
」
・
第
二
七
「
備
前
国
の
盲
目
法
師
」
・
第
三
〇
一
山
城
国
加

美
奈
井
寺
の
住
僧
」
・
第
二
．
一
「
醍
醐
の
僧
恵
増
法
師
」
・
第
二
工
ハ
　
叡
山

の

朝
禅
法
師
」
・
第
五
三
「
横
川
の
永
慶
法
師
て
第
五
八
「
廿
七
品
の
持

経
者
蓮
尊
法
師
」
・
第
七
七
「
‘
行
範
法
師
」
・
第
七
八
「
覚
念
法
師
」
．
第

八

●
「
七
巻
の
持
経
者
明
蓮
法
師
」
・
第
八
九
「
越
中
国
の
海
蓮
法
師
」
．

　
　
　
　
　
み
　
　
た
　
　
に

第
九
三
「
金
峰
山
の
転
乗
法
師
」

存
在
の
上
昇
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間
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）

　

こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
「
宿
世
開
示
謹
」
と
い
う
枠
組
み
に
一
括
さ
れ
得
る

こ
と
か
ら
も
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
各
話
、
お
お
む
ね
共
通
す
る
構
造
を
有
し
て

い

る
。
以
ド
、
そ
の
構
造
の
提
示
を
行
っ
て
お
こ
う
。
本
来
な
ら
は
、
各
話
の

概
要
を
示
す
な
り
、
あ
る
い
は
典
型
例
を
選
ん
で
提
示
す
る
な
り
す
る
べ
き
で

あ
ろ
う
が
、
与
え
ら
れ
た
紙
数
に
余
裕
が
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
ご
容

赦
願
い
た
い
。

【
A
’
問
題
状
況
の
提
示
】

　
　

主

人
公
が
抱
え
る
身
体
的
な
負
い
目
〔
二
四
・
二
六
・
1
I
七
・
三
六
〕
、

　

生
活
上
の

不
如
意

「
二
五
・
三
〇
〕
、
性
格
上
の
欠
点
〔
九
三
〕
、
あ
る
い

　

は
、
『
法
華
経
』
全
体
の
暗
調
を
志
し
な
が
ら
、
ど
れ
だ
け
努
力
を
重
ね

　

て

も
、
一
部
分
ど
う
し
て
も
暗
調
で
き
な
い
と
い
う
修
行
上
の
限
界
〔
三

　
　
一
・
五
八
・
七
七
・
七
八
’
八
〇
・
八
九
・
九
v
l
）
が
、
ま
ず
は
提
示
さ

　
れ
る
．
．

【
B
．
夢
　
告
】

　
　

当
人
の
求
め
が
な
く
と
も
夢
告
が
与
え
ら
れ
る
場
合
〔
1
l
五
・
1
i
l
O
）

　

も
あ
る
が
、
多
く
の
場
合
、
現
今
の
問
題
状
況
の
由
来
や
克
服
を
求
め
て

　

参
籠
・
祈
願
が
行
わ
れ
、
そ
れ
に
応
じ
て
、
夢
告
が
下
さ
れ
る
〔
二
四
・

　

二
六
・
二
七
・
1
1
1
　
1
・
　
1
i
l
－
（
　
・
五
三
・
五
八
・
七
七
・
七
八
・
八
〇
・
八

　

九
・
九
l
l
l
」
O
そ
の
夢
告
に
よ
り
、
現
世
の
あ
り
方
を
問
題
状
況
も
含
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
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て

決
定
し
て
い
る
「
宿
世
」
が
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
特
に
強

調

さ
れ
る
の
は
、
宿
世
に
お
い
て
畜
生
類
「
1
l
四
・
二
六
・
八
o
－
牛
、

二
五

1
1
狐
、
三
六
・
七
七
1
1
馬
、
五
三
・
五
八
1
1
犬
〕
や
虫
類
〔
二
七
・

　
　
　
　
　
　
　
　
え
み
ず
　
　
　
　
　
ロ
み
　
　
　
　
　
ニ
お
ろ
き

九
l
l
l
＝
蛇
、
1
1
l
O
＝
＿
U
l
矧
、
七
八
1
1
衣
魚
、
八
九
1
1
螺
蜂
〕
で
あ
っ
た
こ

と
（
三
一
だ
け
は
例
外
で
、
宿
世
も
人
間
）
、
並
び
に
、
『
法
華
経
」
と
の

接
触
で
あ
る
。

【
C
’
法
華
経
と
の
接
触
】

　
　
　
『
法
華
経
」
と
の
接
触
の
仕
方
は
、
お
お
よ
そ
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
分

　

け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
l
つ
は
、
『
法
華
経
』
の
読
諦
を
聞
い
て
い

　

た

功
徳
〔
二
五
・
二
六
・
1
1
4
，
　
・
三
〇
・
五
三
・
五
八
・
ヒ
七
・
八
〇
・

　

八

九
’
九
1
i
l
〕
、
『
法
華
経
』
の
持
経
者
を
背
に
乗
せ
て
運
ん
だ
功
徳
＝
二

　

六
〕
と
い
っ
た
、
『
法
華
経
』
と
い
う
経
典
と
の
問
に
ワ
ン
ク
ッ
シ
ョ
ン

　

を
お
い
て
関
係
を
結
ぶ
、
い
わ
ば
間
接
的
な
接
触
で
あ
る
、
。
も
う
1
つ
は
、

　

『
法
華
経
』
の
中
に
住
ん
で
い
た
功
徳
〔
七
八
’
］
、
『
法
華
経
」
を
背
負
っ

　

て

運
ん

だ

功
徳

〔
二
四
〕
、
自
ら
『
法
華
経
』
を
読
諦
し
た
功
徳
三
二
一

　

と
い
っ
た
、
『
法
華
経
』
と
直
接
接
触
す
る
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
こ
の
よ

　

う
に
『
法
華
経
』
と
の
接
触
に
直
接
・
間
接
の
別
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、

　

『
法
華
経
』
と
の
接
触
に
与
る
こ
と
で
、
畜
生
類
・
虫
類
の
身
を
脱
し
、

　

人
間
と
い
う
存
在
に
な
り
得
た
と
い
う
点
に
お
い
て
、
両
者
の
間
に
特
に

　

差

異
が
設
け
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
直
接
的
接
触
・
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
、
　
　
（

接
的
接
触
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
罪
を
滅
す
る
こ
と
で
、
存
在
の
あ
り

方
を
よ
り
高
い
ラ
ン
ク
に
引
き
上
け
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
力
は
、
ひ
と
え
に

『
法
華
経
』
に
帰
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
第
九
二
＝
金
峰
山

の

転
乗
法
師
」
に
あ
る
よ
う
に
、
た
と
え
前
世
の
身
が
毒
蛇
で
あ
っ
て
、

［
聖

人
」
を
食
い
殺
そ
う
と
企
て
た
と
し
て
も
、
「
聖
人
」
が
諦
す
『
法
華

経
』
を
聞
く
こ
と
で
「
罪
を
滅
す
る
」
こ
と
が
叶
い
、
人
間
に
生
ま
れ
る

こ
と
が
で
き
た
、
と
さ
れ
る
n

　
一
方
、
前
世
に
お
い
て
、
『
法
華
経
』
の
文
字
を
食
べ
て
し
ま
っ
た

〔七

八
］
、
あ
る
い
は
、
そ
の
一
部
を
聞
き
逃
し
て
し
ま
っ
た
「
五
八
・
七

七
・
八
O
．
八
九
・
九
三
」
と
い
う
こ
と
が
、
現
世
に
お
い
て
法
華
暗
諦

を
ど
う
し
て
も
完
全
に
は
成
就
で
き
な
い
原
因
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

そ
れ
と
接
触
す
る
こ
と
で
存
在
の
あ
り
方
を
よ
り
よ
き
も
の
と
し
て
い
く

『
法

華
経
』
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
力
を
、
い
わ
ば
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
仕
方
で
強

調
す

る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

【
D
．
さ
ら
な
る
努
力
と
結
果
】

　
　

ど
う
し
て
も
で
き
な
か
っ
た
暗
舗
が
、
夢
告
で
予
示
さ
れ
た
よ
う
に
、

　

つ
い

に

で

き
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
修
行
上
の
限
界
突
破
が
明

　

示
さ
れ
る
事
例
も
、
確
か
に
あ
る
三
二
・
五
八
・
L
八
〕
。
だ
が
、
身

　

体
的
な
負
い
目
や
生
活
上
の
不
如
意
、
性
格
上
の
欠
点
に
つ
い
て
は
、
そ

　

の

克
服
が
語
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
暗
講
が
達
成
で
き
な
い
と
い
う
限
界



の

突
破
に
し
て
も
、
必
ず
し
も
明
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
〔
七
七
・

八

C
’

八
九
・
九
l
i
l
〕
0

　

と
は
い
え
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
努
力
が
放
棄
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

夢

告
の
内
容
に
従
い
、
宿
世
の
滅
罪
の
意
図
も
込
め
て
、
法
華
読
諦
を
中

心

と
す
る
修
行
が
積
み
重
ね
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
よ
っ

て
、
現
世
・
後
世
で
の
得
益
が
示
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
例
え
ば
、
現
世

得
益
と
し
て
、
〔
二
七
〕
で
は
、
他
者
に
つ
い
k
）
　
［
－
邪
霊
を
結
縛
」
し
、

病
気
直
し
が
で
き
る
よ
う
な
「
験
力
」
が
現
前
し
た
と
さ
れ
、
〔
九
三
〕

で

は
、
現
世
で
の
得
悟
が
語
ら
れ
て
い
る
。
右
に
み
た
よ
う
な
暗
諦
の
達

成

も
、
も
ち
ろ
ん
現
世
で
の
得
益
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
後
世
の

得
益
と
し
て
は
、
〔
二
四
〕
で
は
極
楽
往
生
、
〔
二
六
〕
・
〔
八
o
〕
で
は
兜

率
往
生
が
期
待
さ
れ
、
〔
七
八
〕
で
は
「
所
行
如
法
な
れ
ば
、
あ
に
後
世

を
疑
は
ん
や
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
見
て

き
た
よ
う
な
構
造
を
持
つ
「
宿
世
開
示
護
」
は
、
実
は
、
『
法
華

験

記
』
以
前
の
日
本
の
仏
教
説
話
類
で
は
ほ
と
ん
ど
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い

も
の
で
あ
る
。
わ
ず
か
に
、
第
三
一
「
醍
醐
の
僧
恵
増
法
師
」
に
類
似
す
る
話

が
、
景
戒
の
『
日
本
霊
異
記
」
（
弘
仁
年
間
1
1
八
1
O
－
八
二
一
．
一
成
立
）
上
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
ず
ら
　
　
　
ら
る
し

の

第
一
八
F
法
華
経
を
億
持
し
、
現
報
を
得
て
奇
し
き
表
を
示
す
縁
」
に
見
ら

れ

る
程
度
で
あ
る
（
た
だ
し
、
人
物
設
定
・
場
面
設
定
共
に
異
な
っ
て
い
る
が
）
。

な
お
、
中
国
に
ま
で
遡
る
と
、
こ
れ
と
類
似
す
る
話
を
、
『
冥
報
記
』
（
唐
の
永

存
在
の
上
昇
（
間
宮
）

徽
年
間
1
1
六
五
〇
　
六
五
六
成
立
）
に
始
ま
り
、
『
弘
賛
法
華
伝
』
（
神
亀
二
年
1
1

七

o
六
以
降
成

立
）
や
『
法
華
伝
記
」
（
唐
代
。
成
立
年
代
未
詳
）
へ
と
書
き

継
が
れ

て

い

く
「
崔
彦
武
」
の
話
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
『
法
華

伝
記
」
巻
第
九
「
範
良
子
（
出
家
名
「
法
警
」
）
」
第
六
は
、
右
に
見
て
き
た

r宿
世
開
示
譜
」
と
、
ほ
ぽ
重
な
る
内
容
を
持
つ
も
の
で
あ
る
o
そ
の
内
容
は
、

以

下
の
通
り
。
『
法
華
経
」
の
第
三
巻
・
第
四
巻
に
つ
い
て
は
、
調
す
る
こ
と

も
、
内
容
理
解
も
申
し
分
が
な
い
の
に
、
そ
の
他
の
巻
に
つ
い
て
は
、
ど
れ
だ

け
努
力
し
て
も
、
そ
れ
が
ま
っ
た
く
で
き
な
い
こ
と
を
深
く
悩
ん
だ
法
垣
言
が
、

r先
業
」
を
知
ろ
う
と
し
て
祈
っ
た
と
こ
ろ
、
夢
で
次
の
よ
う
な
こ
と
を
知
ら

さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
法
誓
が
、
前
世
、
鼠
の
身
を
得
て
い
た
こ
と
、
経
函
の
中

で

諸

僧
が
読
む
『
法
華
経
』
の
第
三
巻
・
第
四
巻
は
聞
い
た
が
、
そ
れ
以
外
は

聞
い
て
い
な
い
こ
と
、
『
法
華
経
」
を
聞
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
「
人
間
」
に
生

ま
れ
得
た
こ
と
、
第
三
・
第
四
の
両
巻
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
既
に
聞
い
て
い

た

の

で
、
涌
す
こ
と
も
理
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
他
の
巻
に
つ
い
て
は
、

F宿
因
な
き
が
故
に
」
、
請
す
こ
と
も
理
解
す
る
こ
と
も
叶
わ
な
い
こ
と
、
修
行

を
重
ね
れ
ば
、
将
来
必
ず
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
、
な
ど
と
い
っ
た
事
柄
で

あ
っ
た
ー
。

　
た

だ
、
問
題
は
、
素
材
的
に
は
こ
の
よ
う
に
中
国
に
ま
で
遡
り
得
る
「
宿
世

開
示
潭
」
が
、
何
故
、
日
本
に
あ
っ
て
は
平
安
中
期
の
「
法
華
験
記
」
に
至
る

ま
で
ほ
と
ん
ど
書
き
留
め
ら
れ
る
こ
と
が
な
く
、
し
た
が
っ
て
広
く
紹
介
さ
れ

る
こ
と
も
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
、
逆
に
言
え
ば
、
何
故
、
平
安
中
期
の

六
三
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『
法
華
験
記
」
に
至
っ
て
、
一
気
に
一
四
話
、
書
き
留
め
ら
れ
、
紹
介
さ
れ
る

に

至
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
、

　

こ
の
問
題
を
考
え
る
際
、
や
は
り
考
慮
に
収
め
る
べ
き
は
、
「
宿
世
［
と
い

う
観
念
が
リ
ア
リ
テ
ィ
を
持
つ
も
の
と
し
て
、
人
々
の
間
に
広
く
浸
透
し
つ
つ

あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
‘
‘
例
え
ば
、
『
源
氏
物
語
』
等
の

文
学
作
品
に
明
瞭
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
‘
－
、
宿
世
の
あ
り
方
が
現
世
の
あ
り
方

を
決
定
づ
け
る
と
い
う
宿
命
論
的
な
観
念
が
、
一
定
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
持
つ
も

の

と
し
て
受
容
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
に
換
三
［
す
る
な

ら
は
、
現
今
の
状
況
の
由
来
を
、
宿
世
に
よ
っ
て
説
明
す
る
と
い
う
仕
方
が
、

一
定
の

説

得
力
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
、

　

も
っ
と
も
、
如
何
と
も
し
難
い
問
題
状
況
を
も
含
む
現
今
の
あ
り
方
の
由
来

を
、
「
宿
世
「
と
い
う
、
も
は
や
手
の
届
か
な
い
超
越
的
な
領
域
を
基
に
説
明

す

る
と
い
う
こ
と
は
、
原
因
が
手
の
届
か
な
い
領
域
に
あ
る
だ
け
に
、
如
何
と

も
し
難
さ
を
如
何
と
も
し
難
い
も
の
と
し
て
受
け
取
る
、
い
わ
ば
諦
め
の
論
理

を
生
み
出
し
か
ね
な
い
も
の
で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。
だ
が
、
右
に
見
て
き
た

［
宿
世
開
示
潭
」
は
、
そ
の
よ
う
な
諦
め
の
論
理
に
終
始
す
る
も
の
で
は
決
し

て

な
い
、
身
体
的
な
負
い
目
等
は
も
と
よ
り
、
暗
諦
を
完
遂
で
き
な
い
と
い
う

修
行
上
の
限
界
に
し
て
も
、
克
服
さ
れ
る
と
は
必
ず
し
も
み
な
さ
れ
て
は
い
な

い

が
、
と
は
い
え
、
宿
世
を
知
る
こ
と
は
む
し
ろ
、
宿
世
に
お
け
る
罪
業
の
消

滅

を
は
か
る
と
と
も
に
、
現
世
・
来
世
で
の
よ
り
よ
き
果
報
を
目
指
す
努
力
の

源

と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
宿
世
に
あ
っ
て
、
畜
生
類
あ
る
い
は
虫
類
で
あ
っ

六

四

た

こ
と
や
、
『
法
華
経
」
と
の
接
触
が
十
分
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
、
現
世
の

あ
り
方
に
厳
し
い
制
約
を
も
た
ら
し
て
い
る
に
し
て
も
、
少
な
く
と
も
か
つ
て

『
法
華
経
』
と
接
触
し
得
た
が
故
に
、
今
、
人
間
と
し
て
生
ま
れ
、
仏
法
に
出

会
い
、
『
法
華
経
』
を
受
持
す
る
身
と
な
り
得
た
、
と
み
な
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、

『
法

華
経
』
に
は
、
そ
れ
と
接
触
す
る
こ
と
で
、
六
道
・
十
界
的
秩
序
に
お
け

る
レ
ベ
ル
の
低
い
存
在
形
態
か
ら
、
よ
り
レ
ベ
ル
の
高
い
存
在
形
態
へ
と
引
き

上
げ

る
「
力
．
l
　
そ
れ
に
は
必
然
的
に
滅
罪
が
伴
う
　
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の

で

あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
今
生
に
お
い
て
さ
ら
に
法
華
修
行
に
励
む
な
ら
は
、

当
然
、
さ
ら
な
る
滅
罪
が
果
た
さ
れ
、
よ
り
充
実
し
た
現
世
・
来
世
が
期
待
さ

れ

る
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
『
法
華
験
記
」
の
撰
者
・
鎮

源

は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
消
極
的
な
諦
め
の
論
理
と
も
な
り
か
ね
な
い
一
宿

世
」
の
観
念
と
、
生
を
ま
た
い
で
存
在
の
あ
り
方
を
規
定
す
る
「
法
華
経
力
一

へ
の

信
仰
と
を
、
い
わ
ゆ
る
「
宿
世
開
示
．
潭
［
に
お
い
て
結
び
つ
け
る
こ
と
に

よ
り
、
そ
の
「
宿
世
開
示
潭
」
を
、
よ
り
積
極
的
な
法
華
・
信
仰
を
促
す
1
つ
の

［
現
証
」
と
し
て
提
示
し
得
た
の
だ
、
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
．
、

　

と
こ
ろ
で
、
『
法
華
験
記
』
に
み
ら
れ
る
こ
れ
ら
一
四
話
の
「
宿
世
開
示
潭
」

は
、
す
べ
て
「
今
昔
物
語
集
』
（
『
法
華
験
記
』
か
ら
s
？
1
　
o
（
一
）
年
後
、
一
二
世

紀
半
ば
頃
の
成
立
）
へ
と
書
き
継
が
れ
て
い
る
。
一
、
今
昔
物
語
集
」
の
編
者
は

『
法
華
験
記
』
の
所
収
話
を
か
な
り
の
率
で
書
き
継
い
だ
が
、
や
は
り
取
捨
選

択

は
行
っ
て
い
る
。
だ
が
、
「
宿
世
開
示
諦
」
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
『
今
昔

物
語
集
」
巻
一
四
に
ま
と
め
て
収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の



際
、
む
ろ
ん
多
少
の
改
変
が
加
え
ら
れ
て
は
い
る
が
、
先
に
示
し
k
）
　
［
－
宿
世
開

示
潭
」
の
構
造
自
体
に
手
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
、
と
い
っ
て
も
過

三
口
で
は
な
い
。
こ
の
点
に
、
筆
者
は
、
生
を
ま
た
い
で
存
在
の
あ
り
方
を
決
定

づ

け
る
「
法
華
経
力
」
へ
の
信
仰
が
、
宿
世
の
観
念
と
結
び
き
つ
つ
、
『
今
昔

物
語
集
」
の
編
者
、
さ
ら
に
は
、
そ
の
受
容
者
た
り
得
る
院
政
期
の
人
々
に
も
、

引
き
続
き
支
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
傍
証
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い

か
、
と
思
う
の
で
あ
る
。

111、

　
F
異
類
救
済
潭
」
と
「
後
世
開
示
謹
」

　
生

を
ま
た
い
で
存
在
の
あ
り
方
を
規
定
す
る
「
法
華
経
力
」
の
「
現
証
」
と

し
て
の
機
能
を
、
『
法
華
・
験
記
」
に
お
い
て
担
っ
て
い
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
み

て

き
た
「
宿
世
開
示
潭
」
の
み
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
い
わ
ゆ
る
「
異
類

救

済
潭
」
と
［
後
世
開
示
潭
」
も
ま
た
、
同
様
の
機
能
を
果
た
す
も
の
で
あ
る

と
い
え
る
。
こ
の
う
ち
、
ま
ず
は
「
異
類
救
済
潭
」
か
ら
み
て
い
く
こ
と
に
し

よ
う
．
）

　
　
A
．
　
r
異
類
救
済
謹
」

　
周
知
の
よ
う
に
、
『
法
華
験
記
」
は
、
そ
の
構
成
を
、
先
行
す
る
『
日
本
往

生
極
楽
記
』
（
慶
滋
保
胤
撰
、
寛
r
e
l
　
l
年
－
九
八
六
年
以
前
に
初
稿
、
の
ち
補

訂
）
に
ほ
ぼ
負
う
て
い
る
。
た
だ
、
『
法
華
験
記
」
の
場
合
、
井
上
光
貞
氏
の

存
在
の
ヒ
昇
（
間
宮
）

い

う
「
．
異
類
」
が
加
え
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、

の
記
述
を
引
い
て
お
こ
う
。

相
違
が
あ
る
．
。
井
上
氏
自
身

本
書
（
『
法
華
験
記
』
）
は
三
巻
か
ら
成
り
、
計
一
二
九
の
伝
か
ら
成
っ
て

い

る
．
。
そ
の
配
列
は
、
（
一
）
菩
薩
（
l
1
〕
　
f
．
．
／
］
）
l
　
c
l
）
比
丘
（
三
二

　

〔九
三
］
）
、
（
1
1
D
在
家
沙
弥
（
［
九
四
〕
　
　
〔
九
七
〕
）
、
（
四
）
比
丘

尼

（
〔九

八
〕
　
　
c
1
　
o
o
〕
）
、
（
五
）
優
婆
塞
（
〔
一
〇
一
〕
　
　
〔
一
一

六
〕
）
、
（
六
）
優
婆
夷
（
二
一
七
〕
　
　
二
二
四
〕
）
、
及
び
（
七
）
異
類

（L1
二

五
〕
1
〔
一
一
．
九
］
）
に
わ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
日
本

往
生
極
楽
記
と
同
じ
構
成
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
（
七
）
の
、
仮
に
異
類
と

名
づ
け
た
蛇
・
鼠
・
猿
・
野
干
・
道
祖
神
・
蛇
な
ど
、
要
す
る
に
人
間
に

属
さ
ざ
る
も
の
を
加
え
た
と
こ
ろ
に
特
長
が
あ
る
。

　
本
稿
で
も
、
井
上
氏
に
従
っ
て
、
「
異
類
」
と
い
う
術
語
を
用
い
る
こ
と
に

す

る
が
、
『
法
華
験
記
」
の
第
一
二
五
「
信
濃
国
の
蛇
と
鼠
」
か
ら
第
一
二
九

F紀
伊

国
牟
婁
郡
の
悪
し
き
女
」
に
至
る
五
話
は
、
そ
の
「
異
類
」
が
い
わ
ゆ

る
「
法
華
経
力
」
に
よ
っ
て
救
済
さ
れ
る
と
い
う
内
容
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

し
が
た
っ
て
、
こ
れ
ら
は
、
「
異
類
救
済
謹
」
と
し
て
一
括
さ
れ
得
る
わ
け
で

あ
る
。
そ
の
概
要
を
、
次
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。

第
一
．
五
「
信
濃
国
の
蛇
と
鼠
［

六

五



　
　
　
　
法
華
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（
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．
号
）

　
　
　
　
　
み
　
　
み

F信
濃
の

長
官
某
一
が
任
期
を
終
え
て
京
に
上
る
途
上
の
こ
と
。
そ
の
行

列
に
紛
れ
込
ん
で
い
る
蛇
と
鼠
が
、
実
は
宿
世
に
お
い
て
互
い
に
殺
し
合

い

を
続
け
て
き
た
怨
敵
ど
う
し
で
あ
る
こ
と
を
、
長
官
は
夢
を
通
し
て
知

ら
さ
れ
る
。
事
情
を
知
っ
た
長
官
は
、
｝
蛇
と
鼠
を
救
は
む
が
た
め
に
、

忽

ち
に
一
日
の
内
に
し
て
、
法
華
経
を
書
写
し
、
開
講
供
養
」
し
た
、
、
そ

の

夜
、
長
官
の
夢
に
男
二
人
が
現
れ
て
「
今
貴
き
善
根
に
依
り
て
、
我
等

が

罪
報

を
免
れ
て
、
切
利
天
に
生
る
べ
し
」
と
述
べ
、
妙
な
る
音
楽
と
と

も
に
、
二
人
共
々
、
天
に
昇
っ
て
い
っ
た
。
翌
朝
、
蛇
・
鼠
と
も
に
死
ん

で

い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ニ
じ
こ
し

　
　
第
二
．
六
「
越
後
国
乙
寺
の
猿
」

越
後
の
国
、
乙
寺
の
持
経
者
の
も
と
を
連
日
訪
れ
て
く
る
二
匹
の
猿
が
い

た
。
そ
の
猿
の
願
い
が
『
法
華
経
』
の
書
写
に
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
持
経

者
は
、
そ
の
願
い
に
応
え
て
書
写
を
始
め
る
が
、
第
五
の
巻
に
至
っ
た
と

こ
ろ
で
、
不
幸
に
も
願
主
の
猿
た
ち
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
持
経
者
は
猿

を
葬
り
、
書
写
途
中
の
『
法
華
経
』
を
仏
前
の
柱
を
彫
っ
て
埋
め
込
ん
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
の
　
み
　
た
シ

四

十
余
年
を
経
て
、
そ
の
国
の
国
司
と
な
っ
た
紀
躬
高
が
乙
寺
を
訪
ね
、

ま
だ
存
命
で
あ
っ
た
持
経
者
に
、
自
分
の
前
世
は
あ
な
た
に
『
法
華
経
」

の

書
写

を
依
頼
し
た
猿
だ
、
と
告
げ
る
。
こ
れ
を
聞
い
て
、
持
経
者
は
書

写
途
中
の
『
法
華
経
」
を
柱
か
ら
取
り
出
し
て
完
成
さ
せ
、
躬
高
自
身
も

i

ll
千
部
の
法
華
書
写
を
行
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
持
経
者
は
「
法
華
経
の

六

六

ド
　
キ
ヒ

カ
に
依
り
て
、
浄
土
に
生
る
る
こ
と
を
得
た
り
。
経
を
写
せ
し
1
l
の
猿
は
、

一
乗
の
力
に
因
り
て
、
生
を
転
じ
て
国
の
守
と
成
り
、
道
心
を
発
し
て
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
た
か
　
た
て
ニ
ニ
ろ

善
す
、
後
生
の
妙
果
、
宛
も
掌
を
指
す
が
ご
と
し
」
。

　
　
第
一
ニ
ヒ
一
朱
雀
大
路
の
野
十
」

朱
雀
大
路
を
歩
い
て
い
て
、
極
め
て
美
し
く
魅
惑
的
な
女
性
と
出
会
っ
た

あ
る
男
は
、
そ
の
女
に
情
交
を
迫
る
が
、
女
は
、
私
と
交
わ
れ
ば
命
を
失

い

ま
す
よ
、
と
謎
め
い
た
こ
と
を
言
う
。
そ
れ
で
も
情
交
を
迫
る
男
に
、

女
は
一
我
、
君
の
死
に
代
り
て
、
全
く
君
の
命
を
保
た
む
。
我
が
苦
を
救

は

む

が

た
め
に
、
妙
法
華
経
を
書
写
供
養
す
べ
し
」
と
願
う
。
男
は
願
い

を
叶
え
る
こ
と
を
誓
い
、
夜
も
す
が
ら
女
と
契
っ
た
。
　
一
旦
家
に
戻
っ
た

男
が
、
翌
日
、
同
じ
場
所
に
出
向
い
て
み
る
と
、
男
が
女
に
譲
っ
た
扇
で

顔

を
覆
っ
た
、
一
匹
の
野
F
が
死
ん
で
い
る
．
。
こ
れ
を
見
た
男
は
、
「
七

日
に
至
る
ご
と
に
、
一
部
の
法
華
を
写
し
て
、
供
養
演
説
」
し
た
が
、
い

ま
だ
四
卜
九
日
に
至
ら
な
い
う
ち
に
、
男
の
夢
に
女
が
現
れ
、
「
一
乗
の

威
力
に
依
り
て
、
劫
々
の
苦
び
を
抜
き
、
今
切
利
天
に
往
く
一
と
告
け
て
、

天

g
に
昇
っ
て
い
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　
　
　
コ
パ
ニ
ハ

　
　
第
一
二
八
一
紀
伊
国
美
奈
倍
郡
の
道
祖
神
」

本
来
、
防
疫
神
で
あ
り
な
が
ら
、
疫
神
に
先
駆
け
と
し
て
使
役
さ
れ
る
ま

で

に
．
零
落
し
て
し
ま
っ
た
紀
伊
国
美
奈
倍
郡
の
道
祖
神
が
、
み
ず
か
ら
が



祭
ら
れ
て
い
る
木
の
元
に
た
ま
た
ま
宿
っ
た
持
経
者
に
、
「
三
日
三
夜
、

法
華
経
を
諦
せ
よ
。
経
の
威
力
に
依
り
て
、
我
が
苦
の
身
を
転
じ
て
、
浄

妙
の
身
を
受
け
む
」
と
依
頼
。
こ
の
依
頼
に
応
え
て
、
持
経
者
が
「
三
日

三
夜
、
一
心
に
妙
法
華
経
を
読
涌
」
し
た
と
こ
ろ
、
四
日
目
に
至
っ
て
、

道
祖
神
が
持
経
者
の
も
と
に
現
れ
、
「
今
こ
の
卑
賎
受
苦
の
身
を
免
れ
、

勝

妙
清
浄
の
功
徳
の
身
を
獲
り
得
て
、
所
謂
補
陀
落
世
界
に
往
生
し
、
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
か
プ

音
の
春
属
と
な
り
て
、
菩
薩
の
位
に
昇
ら
む
。
こ
れ
妙
法
聴
聞
の
威
し
き

神
力
な
り
」
と
礼
を
述
べ
た
。

　
　
第
一
二
九
「
紀
伊
国
牟
婁
郡
の
悪
し
き
女
」

熊
野
詣
に
向
か
う
途
中
の
老
若
二
人
の
僧
が
、
紀
伊
国
牟
婁
郡
に
入
っ
て

道
の

辺
の

家
に
宿
を
と
っ
た
。
家
の
主
人
は
寡
婦
で
、
二
人
を
歓
待
し
て

く
れ
た
が
、
そ
の
夜
、
女
主
人
は
秘
か
に
若
い
僧
の
も
と
に
や
っ
て
き
て

執
拗
に
情
交
を
迫
る
。
僧
は
、
熊
野
詣
の
帰
り
に
再
度
寄
っ
て
、
あ
な
た

の

願
い

に

応
え
ま
し
ょ
う
と
言
っ
て
、
な
ん
と
か
そ
の
場
を
切
り
抜
け
た

が
、
僧
に
は
端
か
ら
そ
の
気
は
な
く
、
熊
野
詣
を
終
え
る
と
、
老
僧
と
共

に

帰

り
を
急
い
だ
。
欺
か
れ
た
と
知
っ
た
女
主
人
は
、
怒
り
の
あ
ま
り
本

性
を
現
し
て
F
大
き
な
る
毒
蛇
」
と
化
し
、
二
人
の
僧
を
追
い
か
け
た
．
．

二

人
は
道
成
寺
に
逃
げ
込
み
、
鐘
の
中
に
か
く
ま
わ
れ
た
が
、
大
蛇
は
血

の

涙

を
流
し
て
そ
の
鐘
に
巻
き
つ
き
、
み
ず
か
ら
の
炎
熱
に
よ
っ
て
二
人

を
焼
き
殺
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
道
成
寺
の
老
僧
の
夢
に
大
蛇
が
現

存
在
の
上
昇
（
間
宮
）

れ
て
、
自
分
は
焼
き
殺
さ
れ
た
若
い
僧
で
あ
る
、
今
は
自
分
を
焼
き
殺
し

た

大
蛇
の

夫
に
成
り
ド
が
っ
て
し
ま
っ
た
と
告
げ
、
さ
ら
に
一
，
清
浄
に
法

華
経
の
如
来
寿
量
品
を
書
写
し
、
我
等
二
の
蛇
の
た
め
に
苦
び
を
抜
き
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
か
て

ま
へ
。
妙
法
の
力
に
あ
ら
す
は
、
争
か
苦
び
を
抜
く
こ
と
を
得
む
や
、
．
就

中
に
か
の
悪
し
き
女
の
抜
苦
の
た
め
に
、
当
に
こ
の
善
を
修
す
べ
し
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び
こ
り

依
頼
し
た
．
、
老
僧
が
心
を
こ
め
て
こ
の
依
頼
に
応
え
た
と
こ
ろ
、
「
一
の

僧
l
の
女
」
が
夢
に
現
れ
、
「
清
浄
の
善
に
依
り
て
、
我
等
二
人
、
遠
く

邪
道

を
離
れ
て
、
善
趣
に
趣
き
向
ひ
、
女
は
切
利
天
に
生
れ
、
僧
は
兜
率

天
に
昇
り
ぬ
」
と
告
げ
て
、
天
に
昇
っ
て
い
っ
た
t
／

　

こ
れ
ら
五
つ
の
話
に
お
い
て
救
済
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
先
に
引
い

た

井
上
氏
の

文
章
に
も
あ
る
よ
う
に
、
鼠
二
二
五
一
・
蛇
三
1
1
p
a
　
・
　
1
二

九
〕
・
猿
〔
一
二
六
ご
野
干
二
二
七
〕
と
い
っ
た
畜
生
類
・
虫
類
と
、
道
祖

神
二
二
八
〕
で
あ
る
。
六
道
の
ラ
ン
ク
か
ら
い
え
ば
、
畜
生
類
・
虫
類
が
人

間
に
劣
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
道
祖
神

の

場
合
は
、
六
道
・
十
界
的
秩
序
に
容
易
に
当
て
は
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い

が
、
た
だ
、
こ
こ
で
描
か
れ
る
道
祖
神
は
、
本
地
仏
を
持
つ
よ
う
な
神
と
は
ほ

ど
遠
い
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
は
、
も
は
や
祭
ら
れ
る
こ
と
も
ほ
と

ん

ど
な
く
、
本
来
は
防
疫
神
で
あ
り
な
が
ら
、
か
え
っ
て
疫
神
に
使
役
さ
れ
る

ま
で
に
零
落
し
て
し
ま
っ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
仏
教
に
よ
る
救
い
を
切
実
に

求
め
ざ
る
を
得
な
い
一
介
の
衆
生
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意

六
七



　
　
　
　
　
　
法
華
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味
で
は
、
ま
さ
に
「
卑
賎
受
苦
の
身
」
の
「
ド
劣
の
神
」
な
の
で
あ
り
、
六
道

内
の
存
在
と
み
な
し
て
構
わ
な
い
も
の
で
あ
る
、
と
い
え
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
｝
異
類
」
が
救
わ
れ
る
手
だ
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
と
し
て

示
さ
れ
て
い
る
．
、

（
a
）

（
b
）

『
法
華

経
』
を
書
写
供
養
し
て
も
ら
い
、
そ
の
功
徳
を
い
わ
ば
回

向
し
て
も
ら
う
こ
と
二
二
五
・
一
二
六
・
一
1
1
“
，
　
・
1
二
九
」
。

『
法
華
経
』

二
八
」
。

を
読
舗
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
聴
聞
す
る
こ
と
　
一

　

彼
ら
「
異
類
」
は
、
み
ず
か
ら
『
法
華
経
』
を
書
写
供
養
す
る
わ
け
で
は
な

い

し
、
自
分
自
身
で
『
法
華
経
」
を
読
諦
す
る
わ
け
で
も
な
い
、
そ
の
分
、

『
法
華
経
」
と
の
接
触
の
仕
方
は
、
よ
り
間
接
的
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
な

い
o
も
っ
と
も
、
［
一
一
．
七
〕
で
は
、
野
干
は
美
女
と
し
て
、
（
1
二
八
〕
で
は
、

道
祖

神
は
「
翁
」
と
し
て
、
二
二
九
」
で
は
、
蛇
は
「
寡
婦
」
と
し
て
、
人

前
に
姿
を
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
、
つ
ま
り
、
彼
ら
「
異
類
一
が
人
間
に
化
身

す

る
こ
と
は
十
分
に
あ
り
得
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
『
法
華
経
』
の
書
写
供
養
や
読
涌
を
み
ず
か
ら
行
う
わ
け
で
は
な
い

設
定
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
彼
ら
の
本
性
が
あ
く
ま
で
も
「
異
類
」
で
あ
る
が

故
に
、
そ
も
そ
も
識
字
能
力
に
問
題
が
あ
る
、
と
み
な
さ
れ
た
た
め
で
は
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八

ろ
う
か
、
い
ず
れ
に
し
ろ
、
人
間
に
行
な
っ
て
も
ら
う
と
い
う
仕
方
で
、

「
異
類
」
は
、
間
接
的
に
『
法
華
経
』
と
の
接
触
を
果
た
す
の
で
あ
る
、

　

そ
れ
に
よ
り
、
次
の
よ
う
な
結
果
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
．
、

（
a
）

　
二

　
r
l

　
二

　

C

彼
ら

の

場
合

二
五
〕
鼠
・
蛇
　
ー
　
切
利
天
に
往
生
．
、

二

六
一
猿
　
↓
　
人
間
に
転
生
，

11
A
］
　
．
］
野
干
　
↓
　
切
利
天
に
往
生
、

．

1
九
一
「
寡
婦
」
と
し
て
化
身
し
た
大
蛇
　
ー
　
切
利
天
に
往
生
、

　
　
　
死

後
、
右
の
大
蛇
の
夫
た
る
蛇
に
転
生
し
て
し
ま
っ
た
若

　
　
　
い

僧
　
↓
　
兜
率
天
に
往
生
。

八

道
祖
神

　b
v
の

場
合

↓

補
陀
落
世
界
に
観
音
の
春
属
た
る
菩
薩
と

し
て
往
生
．
．

　

な
お
、
『
法
華
経
』
の
書
写
供
養
を
手
だ
て
と
し
た
場
合
、
次
生
の
往
き
場

所
が
「
切
利
天
」
と
さ
れ
る
の
は
、
『
法
華
経
」
の
「
普
賢
菩
薩
勧
発
品
」
第

二

十
八
の
「
若
し
但
、
書
写
せ
ば
、
こ
の
人
、
命
終
し
て
当
に
切
利
天
上
に
生

る
べ
し
」
を
典
拠
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
二
二
九
一
に
み
え
る
、
蛇

に

転
生
し
て
し
ま
っ
た
若
い
僧
が
、
「
法
華
経
」
の
書
写
供
養
の
功
徳
を
振
り



向
け
て
も
ら
う
こ
と
で
「
兜
率
天
」
に
往
生
し
て
い
る
の
は
、
彼
の
場
合
、
若

い

と
は
い
え
、
「
我
存
生
の
時
、
妙
法
を
持
せ
し
」
と
い
わ
れ
る
法
華
修
行
が

既
に

あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
．
「
兜
率
天
」
往
生
の
典
拠
は
、
同
じ
く
「
並
1
1
賢
菩

薩
勧
発
品
」
第
二
十
八
の
「
若
し
人
あ
り
て
、
受
持
・
読
調
し
、
そ
の
義
趣
を

さ
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
と
イ
ド

解
ら
ば
、
こ
の
人
、
命
終
し
て
…
…
即
ち
兜
率
天
上
の
弥
勒
菩
薩
の
所
に
往
か

　

エ
　

ん
」
で
あ
る
．
．

　
た

だ
、
二
二
六
〕
に
み
え
る
猿
は
、
『
法
華
経
」
書
写
の
功
徳
に
与
り
な
が

ら
も
、
六
道
の
秩
序
か
ら
い
え
ば
、
切
利
天
や
兜
率
天
な
ど
の
天
界
よ
り
も
ラ

ン
ク
が
低
い
人
間
へ
の
転
生
に
止
ま
っ
て
い
る
、
こ
れ
は
、
み
ず
か
ら
願
っ
て

持
経
者
に

行
な

っ

て

も
ら
っ
た
『
法
華
経
」
の
書
写
が
完
了
し
な
い
う
ち
に
生

を
終
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
、
と
い
え
よ
う
．
）
こ
の
猿
の
場
合
、
人
間
に

転
生
し
て
か
ら
一
三
千
部
の
法
華
経
を
書
写
」
し
た
功
徳
に
よ
り
、
猿
に
助
力

し
た
持
経
者
と
同
様
の
「
後
生
の
妙
果
」
、
つ
ま
り
一
浄
土
に
生
る
る
こ
と
」

が
、
「
宛
も
掌
を
指
す
が
ご
と
し
」
と
い
う
言
い
方
で
予
想
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
意
味
で
は
、
二
二
五
〕
か
ら
二
二
九
〕
は
全
て
、
「
法
華
経
力
」
に
よ

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

る
「
異
類
往
生
謹
」
と
し
て
記
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
．
、

　
　
［
n
’
　
F
後
世
開
示
謹
」

　

「
異
類
救
済
潭
」
で
示
さ
れ
た
七
例
の
う
ち
、
六
例
は
、
い
ず
れ
も
「
．
異
類
」

が

起
点
と
な
り
、
「
法
華
経
力
」
に
与
っ
た
結
果
、
次
生
に
お
い
て
、
よ
り
高

い

存
在
形
態
に
転
生
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
一
例
だ
け
例
外
が
あ
る
．
、

　
　
　
　
　
　
存
在
の
上
昇
（
間
宮
）

〔11l九
〕
に
み
え
る
若
い
僧
の
事
例
が
そ
れ
で
あ
る
。
彼
の
場
合
、
人
間
で

あ
っ
た
境
遇
か
ら
、
次
生
で
は
蛇
の
身
に
転
落
し
て
し
ま
う
が
、
み
ず
か
ら
の

こ
う
し
た
後
世
を
有
縁
の
者
に
夢
で
示
し
助
力
を
請
う
こ
と
で
、
「
法
華
経
力
」

に

与
り
、
次
々
生
に
お
い
て
兜
率
天
に
往
生
す
る
、
と
い
う
パ
タ
ー
ン
を
と
っ

て

い
る
。

　

こ
の
パ
タ
ー
ン
を
よ
り
一
般
化
し
て
示
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
．
、

出
発
点
‖
人
　
間
。

　
　
↑

次
　
生
1
ー
六
道
・
十
界
的
秩
序
に
あ
っ
て
、
人
間
よ
り
も
低
い
ラ
ン
ク
に

　
　
　
　
落

ち
る
。
そ
の
後
、
自
身
の
こ
う
し
た
後
世
の
あ
り
方
を
、
有

　
　
　
　
縁
の
者
に
、
夢
あ
る
い
は
恩
依
と
い
っ
た
仕
方
で
示
す
と
と
も

　
　
　
　

に
、
F
法
華
経
力
l
に
よ
る
助
力
を
請
う
。

　
　
↑

次
々
生
1
1
六
道
・
十
界
的
秩
序
に
あ
っ
て
、
人
間
以
上
の
ラ
ン
ク
に
転
生

　
　
　
　

す
る
。
そ
の
こ
と
を
、
再
び
夢
あ
る
い
は
退
依
と
い
っ
た
方
法

　
　
　
　
で

有
縁
の
者
に
示
す
。

　
本
稿
で
は
、
『
法
華
験
記
」
に
あ
っ
て
か
か
る
パ
タ
ー
ン
を
有
す
る
五
つ
の

話
、
〔
七
・
二
九
・
三
七
・
八
六
・
一
二
四
〕
を
、
「
後
世
開
示
謹
」
と
し
て
一

括
す

る
．
、
各
話
の
概
要
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九



法
華
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研
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L
「

　
　
第
七
「
無
空
律
師
」

み

ず
か

ら
の
葬
儀
料
に
と
貯
め
て
お
い
た
銭
へ
の
執
着
が
も
と
で
、
死
後
、

蛇
に

転
生

し
て
し
ま
っ
た
無
空
律
師
が
、
生
前
、
親
交
の
あ
っ
た
枇
杷
の

左
大

臣
・
藤
原
仲
平
の
夢
に
現
れ
、
現
在
の
悲
し
む
べ
き
境
遇
を
語
る
と

と
も
に
、
こ
の
境
遇
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
、
遺
し
て
い
っ
た
銭
を
使
っ
て

『
法
華
経
』
を
書
写
し
て
く
れ
る
よ
う
に
頼
ん
だ
。
仲
平
は
依
頼
に
応
え

て
、
　
［
忽
ち
に
法
華
経
一
部
を
書
写
供
養
せ
し
め
」
た
と
こ
ろ
、
そ
の
夢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ギ
チ
う
ぶ

に

再
び

無
空
が
現
れ
、
「
吾
相
府
の
恩
を
も
て
、
蛇
道
を
免
る
る
こ
と
を

得
た

り
。
今
極
楽
に
詣
る
な
り
」
と
告
げ
、
西
に
向
け
て
飛
び
去
っ
て
い
っ

た
。　

　
第
二
九
「
定
法
寺
の
別
当
法
師
」

［
殺
生
・
婬
妄
・
飲
酒
を
行
」
な
う
、
「
諸
の
雑
芸
を
習
」
う
、
「
双
六
・

囲
碁
、
毎
日
に
欠
か
ず
」
l
　
r
l
l
’
宝
の
物
を
」
流
用
す
る
等
々
。
僧
と
し
て

あ
る
ま
じ
き
こ
れ
ら
の
悪
業
を
数
限
り
な
く
な
し
て
き
た
定
法
寺
の
別
当

が
、
死
後
、
遺
さ
れ
た
妻
に
恩
依
し
、
F
極
悪
の
大
蛇
」
に
転
生
し
て
甚

だ

し
い
苦
し
み
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
告
白
。
さ
ら
に
、
「
た
だ
願
は
く

は

汝
等
、
我
が
た
め
に
法
華
大
乗
を
書
写
し
て
、
我
が
苦
び
を
抜
済
せ
よ
」

と
依
頼
し
た
。
こ
れ
に
応
え
て
、
妻
子
が
『
法
華
経
』
を
書
写
供
養
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

と
こ
ろ
、
「
そ
の
後
化
し
て
苦
び
の
息
み
し
こ
と
を
示
せ
り
」
。

　
　
第
二
．
七
「
六
波
羅
蜜
寺
の
定
読
師
康
仙
法
師
」

六

波
羅
蜜
寺
の
康
仙
は
、
常
日
頃
か
ら
『
法
華
経
』
の
読
舖
に
励
み
、
極

楽
往
生
を
願
っ
て
功
徳
を
積
み
重
ね
て
き
た
。
老
齢
に
至
っ
て
も
一
切
の

悪
縁
に

染
ま
ら
ず
に
、
命
を
終
え
た
は
ず
で
あ
っ
た
。
そ
の
康
仙
の
霊
が

寺
の
人
に
葱
依
し
て
、
次
の
よ
う
に
告
げ
る
。
極
楽
に
往
生
て
き
る
は
ず

が
、
ほ
ん
の
些
細
な
こ
と
、
つ
ま
り
、
房
の
庭
に
植
え
た
橘
へ
の
愛
着
が

も
と
で
、
蛇
の
身
を
受
け
て
し
ま
っ
た
。
だ
か
ら
、
「
我
が
た
め
に
妙
法

華
経
を
書
写
し
て
、
当
に
こ
の
苦
を
抜
き
て
、
善
処
に
生
れ
し
む
べ
し
」
、

と
o
こ
の
訴
え
を
聞
い
た
寺
の
人
々
は
、
「
同
心
合
力
し
て
、
法
華
を
書

写

し
、
開
講
供
養
」
し
た
と
こ
ろ
、
寺
僧
の
夢
に
康
仙
が
現
れ
、
「
蛇
道

を
離
る
る
こ
と
を
得
て
、
浄
土
に
生
る
る
こ
と
を
得
た
り
」
と
告
け
た
、

　
　
第
八
六
「
天
王
寺
の
別
当
道
命
阿
闇
梨
」

「
一
の

女
」
に
亡
夫
の
霊
が
取
り
恩
い
て
、
次
の
よ
う
に
語
る
、
生
前
に

は
ほ
と
ん
ど
悪
業
の
み
を
積
み
重
ね
て
き
た
た
め
、
阿
鼻
地
獄
に
堕
ち
て

無
限
の
苦
を
受
け
て
も
仕
方
の
な
い
と
こ
ろ
、
た
だ
一
度
だ
け
、
法
輪
寺

に

赴
い
て
道
命
阿
闇
梨
に
よ
る
法
華
読
諦
を
聞
き
、
随
喜
の
心
を
起
こ
し

た

善
根
に
よ
り
、
「
無
間
の
苦
を
滅
し
、
今
軽
き
苫
を
受
け
て
、
蛇
道
の

形
を
得
」
る
に
止
ま
っ
て
い
る
。
も
し
、
い
ま
一
度
、
道
命
阿
闇
梨
の
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ぬ
ナ

華
読
請
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
「
必
ず
蛇
身
を
脱
れ
て
、
善
処



に

生

る
る
こ
と
」
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
妻
よ
、
私
を
阿
閣
梨
の
も
と
に

連
れ
て

い

っ

て
、
法
華
読
請
の
声
を
聞
か
せ
て
ほ
し
い
、
と
。
こ
の
願
い

に

応
え

て
、
妻
は
道
命
阿
闇
梨
の
も
と
を
訪
ね
、
『
法
華
経
』
を
聞
か
せ

た
．
、
亡
夫
の
霊
は
再
び
妻
に
懸
き
、
「
既
に
蛇
身
を
脱
れ
、
当
に
天
上
に

生

ま
る
べ
し
」
と
語
り
、
そ
れ
以
降
、
二
度
と
妻
に
懸
い
て
悩
ま
す
こ
と

は
な
か
っ
た
。

　
　
第
一
1
1
g
r
　
i
－
越
中
国
立
山
の
女
人
」

立
山
で
苦
行
を
行
な
う
あ
る
修
行
僧
が
、
「
日
本
国
の
人
、
罪
を
造
れ
ば
、

多
く
堕
ち
て
立
山
の
地
獄
に
あ
り
」
と
い
わ
れ
る
「
地
獄
の
原
」
で
、
一

人

の

年
若
い
女
性
と
出
会
っ
た
。
修
行
者
は
、
こ
れ
は
一
鬼
神
・
羅
刹
女

か
」
と
恐
れ
た
が
、
女
は
次
の
よ
う
に
告
げ
る
。
私
は
鬼
神
の
類
で
は
あ

り
ま
せ
ん
、
、
私
の
父
で
あ
る
仏
師
は
、
仏
に
納
め
ら
れ
た
も
の
を
自
分
た

ち
家
族
の
衣
食
の
た
め
に
流
用
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
そ
の
罪
な
る
衣

食
で
養
わ
れ
た
た
め
に
、
死
後
、
私
は
こ
の
地
獄
に
堕
ち
て
苦
し
み
に
晒

さ
れ
る
と
い
う
報
い
を
受
け
て
い
る
の
で
す
。
両
親
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

r我
が
た

め

に

法
華
経
を
書
写
し
、
供
養
解
説
し
て
、
当
に
苦
を
抜
く
べ

し
」
、
と
。
修
行
僧
は
、
こ
の
女
性
か
ら
教
え
ら
れ
た
場
所
に
両
親
を
探

し
当
て
て
、
事
の
由
を
告
げ
た
。
こ
れ
を
聞
い
た
両
親
は
、
娘
の
た
め
に

r妙
法
華
経
を
書
写
し
て
、
供
養
解
説
し
、
発
願
廻
向
し
て
、
心
を
至
し

て

誓
願
し
、
地
獄
の
苦
び
を
抜
け
り
．
二
、
そ
の
後
、
父
親
の
夢
に
娘
が
現

存
在
の
上
昇
（
間
宮
）

れ
、
　
F
法
華
の
力
l
に
よ
り
、

ま
れ
た
り
」
と
告
げ
た
。

［
’
立
山
の
地
獄
を
出
で
て
、
切
利
天
宮
に
生

　

な
お
、
〔
二
九
〕
で
は
、
末
尾
に
「
そ
の
後
化
し
て
苦
び
の
息
み
し
こ
と
を

示
せ
り
」
と
あ
る
だ
け
で
、
「
極
悪
の
大
蛇
」
の
身
か
ら
果
た
し
て
何
に
「
化

し
J
た
の
か
、
つ
ま
り
、
何
に
転
生
し
た
の
か
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
，
し
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

し
、
と
も
か
く
も
「
苦
び
の
息
み
し
こ
と
」
は
確
実
な
の
だ
か
ら
、
六
道
・
十

界
的
秩
序
に
あ
っ
て
「
大
蛇
」
よ
り
ヒ
の
ラ
ン
ク
の
存
在
に
転
生
し
た
、
と
読

ん

で

も
差
し
支
え
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
結
果
を
、
夢
で
有
縁
の
人
に

知

ら
せ
た
の
か
、
あ
る
い
は
再
び
妻
に
悪
依
し
て
知
ら
せ
た
の
か
に
つ
い
て
も

明
示
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
「
示
せ
り
」
と
あ
る
以
上
、
転
生

の

結

果
は
何
ら
か
の
仕
方
で
有
縁
の
者
に
知
ら
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

ま
た
、
〔
八
六
〕
で
は
、
六
道
・
十
界
的
秩
序
の
中
で
存
在
の
上
昇
を
も
た

ら
す
「
法
華
経
力
」
が
、
存
在
の
著
し
い
転
落
を
よ
り
軽
度
に
く
い
止
め
る

（
本
来
な
ら
ば
、
人
間
か
ら
「
阿
鼻
地
獄
」
に
堕
ち
て
然
る
べ
き
と
こ
ろ
を
、

［
蛇

道
」
へ
の
転
落
に
止
め
る
）
と
い
う
形
で
描
か
れ
て
い
る
点
、
興
味
の
引

か

れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四
、
む
す
び
に
か
え
て

『
日
本
往
生
極
楽
記
」
を
嗜
矢
と
す
る
各
種
「
往
生
伝
」
に
お
い
て
は
、
念

L
一



　
　
　
　
　
　
法
華
文
化
研
究
（
第
二
十
三
］
ゴ

仏
を
は
じ
め
と
す
る
い
く
つ
か
の
行
業
が
、
極
楽
往
生
を
も
た
ら
す
も
の
と
し

て

描
か

れ

て

い

る
。
つ
ま
り
、
往
生
を
も
た
ら
す
と
い
う
意
味
で
は
、
念
仏
等

も
ま
た
、
存
在
の
あ
り
方
を
生
を
ま
た
い
で
上
昇
方
向
へ
と
決
定
づ
け
る
一
種

の

原
動
力
と
み
な
さ
れ
て
い
た
、
と
も
い
い
得
る
わ
け
で
あ
る
．
．
し
か
し
、
各

種

「
往
生

伝
一
の
場
合
、
関
心
は
、
人
間
が
極
楽
に
往
生
す
る
と
い
う
ほ
ぼ
そ

の

l
点
に
集
中
し
て
お
り
、
六
道
・
十
界
を
幅
広
く
視
野
に
収
め
て
い
る
と
は

い

い

難
い
も
の
が
あ
る
．
。

　

こ
れ
に
対
し
、
『
法
華
験
記
』
で
は
、
六
道
・
十
界
の
う
ち
、
人
間
を
中
心

に

地

獄
・
畜
生
・
天
・
菩
薩
な
ど
が
視
野
に
収
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
か
か
る

秩

序
内
で
の
存
在
の
ヒ
昇
を
、
生
を
ま
た
い
で
可
能
に
す
る
『
法
華
経
」
の
力

が

語

ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
存
在
の
あ
り
方
を
決
定
づ
け
る
力
と
し
て
の
い

わ
ゆ
る
「
法
華
経
力
」
が
、
こ
う
し
た
広
い
視
野
の
も
と
、
示
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
あ
る
。

　

周
知
の
よ
う
に
、
『
法
華
験
記
」
の
撰
者
・
鎮
源
は
、
先
行
す
る
『
日
本
往

生
極
楽
記
」
を
し
っ
か
り
と
参
照
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
先
に
も
述
べ
た

よ
う
に
、
『
法
華
験
記
」
は
、
そ
の
構
成
を
『
口
本
往
生
極
楽
記
」
と
ほ
ぼ
同

じ
v
す
る
も
の
て
あ
る
、
と
こ
ろ
が
、
鎮
源
は
、
『
法
華
験
記
』
の
構
成
に
、

『
日
本
往
生
極
楽
記
』
に
は
み
え
な
い
「
異
類
」
を
あ
え
て
加
え
、
い
わ
ゆ
る

「
法

華
経
力
一
に
よ
る
そ
の
救
い
を
説
い
た
o
そ
の
意
図
が
、
六
道
・
十
界
的

秩
序
に
お
け
る
上
昇
方
向
に
、
生
を
ま
た
い
で
働
く
「
法
華
経
力
」
を
示
す
と

こ
ろ
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
明
白
で
あ
ろ
う
．
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二

　
も
と
よ
り
、
『
法
華
験
記
』
に
お
い
て
示
さ
れ
る
こ
う
し
た
「
法
華
・
経
力
」

が
、
撰
者
・
鎮
源
と
い
う
特
定
人
物
の
見
解
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、

否
め
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
．
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
が
ど
れ
だ
け
普
遍
性
を
も

ち
得
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
他
の
文
献
・
史
料
と
照
ら
し
合
わ
せ
る

作
業
を
経
て
、
は
じ
め
て
i
l
r
：
明
し
得
る
事
柄
で
あ
る
、
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
力

は
、
果
た
し
て
『
法
華
経
』
の
み
に
限
ら
れ
る
も
の
な
の
か
、
あ
る
い
は
、
他

の

経
典
や
呪
に
も
み
ら
れ
る
力
な
の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
検
証
が
必
要

で

あ
ろ
う
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　
最
後
に
も
う
一
点
．
．
本
稿
で
は
、
生
を
ま
た
い
で
存
在
の
上
昇
を
も
た
ら
す
、

い

わ
ゆ
る
「
後
生
善
処
」
的
な
「
法
華
経
力
」
に
つ
い
て
み
て
き
た
が
、
そ
の

同
じ
「
法
華
経
力
」
が
、
↓
つ
の
生
の
枠
内
で
、
存
在
状
況
の
改
善
を
も
た
ら

す

も
の
と
し
て
発
現
し
た
場
合
、
そ
れ
は
、
「
現
世
安
穏
」
的
・
「
現
世
利
益
」

的
な
「
法
華
経
力
一
と
み
な
し
得
る
の
で
は
な
い
か
、
こ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る

［
－
法
華
経
力
」
を
統
I
的
に
把
握
す
る
た
め
の
一
つ
の
視
点
で
あ
る
が
、
も
と

よ
り
、
全
く
の
仮
説
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
検
証
も
ま
た
、
今
後
の
課
題
と
し
て

い
き
た
い
。

注
（
1
）
家
永
三
郎
『
中
世
仏
教
思
想
史
研
究
』
法
蔵
館
、
一
九
四
七
年
、
所
収
。

（
2
）
『
仏
教
史
学
』
八
巻
三
号
、
一
九
六
〇
年
、
所
収
。
後
に
、
川
添
昭
二

　
　
『
日
蓮
と
そ
の
時
代
』
山
喜
房
仏
書
林
、
　
一
九
九
九
年
に
、
若
干
の
補
訂



　

を
加
え
て
再
録
。

（
3
）
『
大
谷
史
学
」
±
m
e
　
l
　
1
号
、
一
九
六
五
年
、
所
収
。
後
に
、
佐
々
木
孝

　

正

『
仏
教
民
俗
史
の
研
究
」
名
著
出
版
、
一
九
八
七
年
に
再
録
。

（
4
）
『
大
崎
学
報
」
第
一
二
二
号
、
一
九
六
七
年
、
所
収
。

（
5
）
高
木
曲
豆
『
平
安
時
代
法
華
仏
教
史
研
究
』
平
楽
寺
書
店
、
一
九
ヒ
三
年
、

　
所
収
。

（
6
）
橋
川
正
『
日
本
仏
教
文
化
史
の
研
究
」
中
外
出
版
、
一
九
二
四
年
、
一

　

六

七
頁
。

（
7
）
菊
地
大
樹
「
持
経
者
と
念
仏
者
」
（
中
尾
尭
編
『
鎌
倉
仏
教
の
思
想
と

　

文
化
」
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
）
、
七
七
頁
。

（
8
）
黒
田
俊
雄
『
日
本
中
世
と
国
家
と
宗
教
」
岩
波
書
店
、
一
九
七
五
年
。

　

殊
に
、
同
書
の
第
三
部
と
し
て
収
め
ら
れ
た
「
中
世
に
お
け
る
顕
密
体
制

　

の
ng

開
＿
1
　
（
後
に
、
『
黒
田
俊
雄
著
作
集
』
第
二
巻
〈
顕
密
体
制
論
〉
、
法

　

蔵
館
、
一
九
九
四
年
に
再
録
）
。

（
9
）
菊
池
大
樹
「
持
経
者
の
原
型
と
中
世
的
展
開
」
（
『
史
学
雑
誌
」
一
〇
四

　

編
八
号
、
一
九
九
五
年
）
。

（
1
）
菊
池
大
樹
「
持
経
者
の
原
型
と
中
世
的
展
開
」
、
一
九
頁
。

（
1
1
）
『
東
北
大
学
日
本
文
化
研
究
所
研
究
報
告
』
第
二
六
集
、
一
九
九
〇
年
、

　
所
収
．

（
1
2
）
『
東
北
大
学
日
本
文
化
研
究
所
研
究
報
告
』
第
二
六
集
、
四
五
頁
、
〔
」

　
内
引
用
者
。

存
在
の
上
昇
（
間
宮
）

（
1
3
）
『
東
北
大
学
日
本
文
化
研
究
所
研
究
報
告
」
第
二
六
集
、
五
二
頁
。
華

　

園
氏
は
ま
た
、
「
日
本
古
代
の
仏
教
信
仰
を
め
ぐ
る
正
統
と
異
端
1
『
日

　

本
霊
異
記
』
に
見
る
霊
力
信
仰
の
世
界
　
」
（
片
野
達
郎
編
『
正
統
と
異

　

端
1
天
皇
・
天
’
神
　
」
角
川
書
店
、
一
九
九
一
年
）
に
お
い
て
、
同
様

　

の

構

想
の
も
と
、
『
日
本
霊
異
記
」
を
素
材
と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
る
。

　

こ
の
論
考
に
お
い
て
、
華
園
氏
は
、
「
霊
力
信
仰
」
と
も
い
う
べ
き
信
仰

　

に

基

づ

く
「
霊
異
」
の
概
念
に
、
『
日
本
霊
異
記
」
の
所
収
説
話
に
み
え

　

る
多
様
性
・
多
元
性
を
統
一
的
に
理
解
す
る
原
理
を
見
出
し
て
い
る
。

（
1
4
）
華
園
氏
自
身
、
本
稿
に
お
い
て
は
「
宿
世
開
．
不
謹
」
と
し
て
紹
介
す
る

　

『
法
華
験
記
』
所
収
の
い
く
つ
か
の
事
例
を
引
い
て
、
「
法
華
経
の
威
力
が

　

過
現
未
の
三
世
に
わ
た
っ
て
人
間
存
在
を
規
定
す
る
と
い
う
一
種
の
存
在

　

観
一
（
『
東
北
大
学
日
本
文
化
研
究
所
研
究
報
告
』
第
二
六
集
、
三
九
頁
）

　

を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
指
摘
に
は
実
に
得
る
と
こ
ろ
が
多
い
し
、
本
稿

　

自
体
、
華
園
氏
の
仕
事
に
多
く
を
負
う
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
華
園
氏
が

　

こ
う
し
た
指
摘
を
行
う
際
の
関
心
は
、
も
と
よ
り
本
稿
の
そ
れ
と
は
異
な

　

る
も
の
で
あ
る
。
本
稿
は
、
存
在
の
あ
り
方
を
決
定
づ
け
る
こ
の
よ
う
な

　

「
法
華
経
の
威
力
」
を
軸
に
、
い
か
な
る
信
仰
が
形
作
ら
れ
、
ま
た
、
そ

　

う
し
た
信
仰
が
い
か
な
る
機
能
を
有
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
察
し
よ

　

う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
点
に
、
本
稿
の
独
自
性
が
認
め
ら
れ

　
る
で
あ
ろ
う
。

（
1
5
）
本
稿
に
お
け
る
『
法
華
験
記
』
の
テ
キ
ス
ト
は
、
井
上
光
貞
・
大
曽
根

七
v
l



法
華
文
化
研
究
（
第
、
一
．
卜
．
、
口
・
2
）

　

章
介
校
注
『
往
生
伝
・
法
華
験
記
」
（
H
本
思
想
大
系
ヒ
）
岩
波
書
店
、

　

一
九
七
四
年
に
拠
っ
た
。
引
用
に
際
し
て
の
訓
読
も
、
こ
れ
に
従
っ
た
。

（
1
6
）
〔
〕
内
の
漢
数
字
は
、
『
法
華
験
記
」
の
第
何
話
に
当
た
る
か
を
示
す

　

も
の
で
あ
る
。
以
下
、
同
じ
。

（
1
7
）
『
法
華
経
』
が
殊
に
滅
罪
に
お
い
て
功
徳
あ
る
経
典
と
み
な
さ
れ
て
い

　

た

こ
と
に
つ
き
、
『
日
本
霊
異
記
」
『
法
華
験
記
」
を
事
例
に
概
説
し
た
も

　

の

と
し
て
、
池
見
澄
隆
「
罪
と
そ
の
解
決
ー
法
華
信
仰
と
滅
罪
i
」
（
『
法

　

華
経
の
真
理
－
救
い
を
も
と
め
て
ー
」
〈
図
説
・
日
本
仏
教
の
世
界
③
〉
、

　

集
英
社
、
一
九
八
九
年
）
が
あ
る
。

（
1
8
）
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
」
第
五
一
巻
、
七
九
一
頁
上
段
、
四
l
頁
上
ー
中

　

段
、
ヒ
八
頁
ヒ
段
を
、
そ
れ
ぞ
れ
見
よ
。

（
1
9
）
「
大
正
新
脩
大
蔵
経
」
第
五
一
巻
、
八
九
頁
ヒ
段
、

（
2
0
）
「
現
証
」
と
い
う
術
語
に
つ
い
て
は
、
華
園
氏
に
よ
る
次
の
論
述
を
踏

　

ま
え
て
用
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

信
仰
を
共
有
す
る
人
々
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
（
「
信
仰
の
事
実
」
）
は

　
　
　

単
に

過

去
の
、
任
意
の
場
所
で
起
こ
っ
た
偶
然
の
出
来
事
を
意
味
す

　
　
　

る
の
で
は
な
く
し
て
、
自
ら
の
信
仰
の
た
め
の
「
実
例
」
と
見
倣
さ

　
　
　

れ

る
べ
き
も
の
、
あ
る
い
は
、
条
件
が
同
じ
な
ら
ば
、
我
が
身
に
も

　
　
　

起
こ
り
得
る
1
つ
の
可
能
性
と
見
倣
さ
れ
る
べ
き
「
聖
な
る
出
来
事
」

　
　
　

を
意
味
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
経
典
に
記
さ
れ
た
出
来
事
と
同
じ

　
　
　

意
味
を
持
つ
出
来
事
が
実
際
に
或
る
場
所
で
起
こ
っ
た
と
い
う
こ
と

L
四

　
　
　

ま
た
は
そ
の
伝
承
ー
は
、
取
り
も
直
さ
ず
経
典
の
出
来
事
の
「
現
証
」

　
　
　

で

あ
り
、
そ
れ
は
経
典
の
真
理
性
を
証
明
す
る
も
の
と
受
け
取
ら
れ

　
　
　

た
で
あ
ろ
う
．
、
一
般
に
神
仏
の
霊
験
潭
や
往
生
伝
お
よ
び
そ
れ
に
類

　
　
　

す

る
文
献
は
こ
の
よ
う
な
意
味
を
担
わ
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、

　
　
　

そ
れ
ら
が
書
承
さ
れ
て
い
く
歴
史
は
、
現
証
に
信
仰
の
拠
を
求
め
て

　
　
　

い

く
［
現
証
」
的
信
仰
の
歴
史
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う

　
　
　

（
華
園
聰
麿
「
日
本
古
代
の
仏
教
信
仰
を
め
ぐ
る
正
統
と
異
端
ー

　
　
　

『
日
本
霊
異
記
』
に
見
る
霊
力
信
仰
の
世
界
　
」
、
一
九
頁
、
括
弧
内

　
　
　

引
用
者
）
。

（
2
1
）
『
法
華
験
記
」
所
収
話
の
『
今
昔
物
語
集
」
へ
の
書
承
関
係
を
、
川
添

　

昭
一
．
氏
が
表
に
ま
と
め
て
い
る
。
川
添
昭
．
．
「
『
法
華
験
記
』
と
そ
の
周

　

辺

　
持
経
者
か
ら
H
蓮
へ
－
1
（
川
添
昭
、
．
「
日
蓮
と
そ
の
時
代
』
山
喜

　

房
仏
書
林
、
一
九
九
九
年
）
、
’
1
．
二
頁
を
参
照
の
こ
と
。

（
2
）
あ
る
種
の
問
題
状
況
に
突
き
当
た
っ
て
大
い
に
悩
み
な
が
ら
も
、
宿
世

　

が

開
示
さ
れ
る
こ
と
を
通
し
て
、
そ
の
問
題
状
況
を
克
服
あ
る
い
は
納
得

　

し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
悩
み
が
解
消
さ
れ
、
再
び
、
『
法
華
経
」
と
関
わ
る

　

前
向
き
な
生
を
歩
み
出
す
。
『
法
華
験
記
』
『
今
昔
物
語
集
」
所
収
の
い
わ

　

ゆ
る
「
宿
世
開
示
謹
一
の
主
人
公
た
ち
が
経
験
し
た
と
さ
れ
る
こ
う
し
た

　

歩
み

は
、
実
は
、
鎌
倉
期
の
日
蓮
（
一
1
1
1
　
1
1
　
1
－
1
二
八
二
）
に
も
か
な

　

り
は
っ
き
り
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
姉

　

妹
編

と
も
い
う
べ
き
拙
稿
「
存
在
の
あ
り
方
を
決
定
す
る
も
の
ー
法
華
経



　

力
の
1
断
面
　
」
（
「
日
本
仏
教
学
会
年
報
』
第
七
一
号
、
二
〇
〇
六
年
）

　

を
参
照
せ
よ
。

（
2
）
井
上
光
貞
・
大
曽
根
章
介
校
注
『
往
生
伝
・
法
華
験
記
」
、
七
二
〇
頁
。

　

最
初
の
括
弧
内
の
み
、
引
用
者
。

（
2
4
）
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
」
第
九
巻
、
六
一
頁
下
段
、
原
漢
文
。

（
2
5
）
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
九
巻
、
六
一
頁
下
段
、
原
漢
文
。

【附
記
】

　
本
稿
の
再
校
終
了
後
、
本
稿
で
も
触
れ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
菊
地
大
樹
氏
が
、

こ
れ
ま
で
の
論
考
を
↓
書
に
ま
と
め
て
、
『
中
世
仏
教
の
原
形
と
展
開
』
吉
川

弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
を
刊
行
さ
れ
た
。
既
に
再
校
も
終
了
し
て
お
り
、
注
記

に

加
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
こ
こ
に
附
記
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

存
在
の
上
昇
〔
間
宮
）

L
．
九


